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  精進　第 112 号

　不安
定
な
天
気
が
続
い
た
夏
が
終
わ

り
、
秋
の
訪
れ
を
感
じ
ら
れ
る
時
節
と

な
り
ま
し
た
。
青
年
会
会
員
各
位
に
お

か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と

拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
県
内
寺
院

の
皆
様
方
に
は
平
素
よ
り
青
年
会
活
動

に
対
し
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
謹
ん

で
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　去
る
四
月
十
八
日
に
行
わ
れ
た
県

青
年
会
の
総
会
に
て
、
前
会
長
矢
内

大
丘
師
よ
り
会
長
の
任
を
引
き
継
ぎ
、

令
和
四・
五
年
度
の
二
年
間
に
わ
た
り

務
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
若
輩
者

で
、身
に
余
る
大
役
で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
も
何
か
の
縁
、
巡
り
合
わ
せ
だ
と

意
気
に
感
じ
、
事
務
局
、
各
支
部
長

の
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
精
一
杯
頑
張
る

気
持
ち
で
お
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
流
行
、
拡

大
か
ら
今
年
で
三
年
目
に
な
り
ま
し

た
。
感
染
は
い
ま
だ
衰
え
る
ど
こ
ろ
か

盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
る
中
で
、
私
た

ち
の
青
年
会
活
動
も
制
限
さ
れ
て
い

ま
す
。そ
ん
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

感
染
対
策
を
行
い
な
が
ら
少
し
ず
つ

活
動
を
活
発
化
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
始
ま
り
と
し
て
、
三
年
ぶ

り
に
県
総
会
を
対
面
に
て
開
催
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ

禍
で
撮
影
が
困
難
な
中
、
大
谷
眞
城

委
員
長
を
中
心
と
す
る
県
南
支
部
の

委
員
の
尽
力
に
よ
り
、
本
年
も
素
晴

ら
し
い
「
禅
の
暦
」
が
完
成
い
た
し
ま

し
た
。
ぜ
ひ
檀
信
徒
教
化
の
一
助
と
し

て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
各
支
部

主
催
の
自
由
研
修
会
も
出
来
る
限
り

開
催
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　来年
の
三
月
は
東
日
本
大
震
災
か

ら
十
二
年
、
十
三
回
忌
を
迎
え
ま
す
。

三
月
十
一
日
当
日
は
午
前
中
相
双
地
区

の
慰
霊
碑
を
供
養
し
て
廻
り
、
午
後

に
は
相
馬
市
内
の
葬
祭
場
に
て
十
三

回
忌
法
要
を
執
り
行
い
ま
す
。
そ
の

十
三
回
忌
法
要
奉
讃
事
業
と
し
て
、

震
災
の
物
故
者
諸
精
霊
の
鎮
魂
を
願

い
、「
絆
の
道
」
と
題
し
て
い
わ
き
市

か
ら
新
地
町
の
沿
岸
を
行
脚
し
て
歩

き
ま
す
。
九
月
よ
り
月
に
三・
四
回
程

度
、
各
支
部
持
ち
回
り
で
繋
ぎ
な
が

ら
、
被
災
地
に
寄
り
添
い
、
今
な
お
続

く
復
興
へ
の
願
い
を
こ
め
て
約
百
三
十

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
慰
霊
行
脚
し
ま
す
。

こ
の
事
業
を
通
し
て
、
い
ま
だ
消
え
ぬ

震
災
の
影
響
に
想
い
を
馳
せ
る
と
と

も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
々
叶
わ
な
か
っ

た
青
年
会
員
同
士
の
交
流
、
絆
を
深

め
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
二
月
に
は
、
福
島
原
子
力
発
電
所

を
見
学
し
、
原
発
の
「
今
」
を
知
る

機
会
を
設
け
る
予
定
で
す
。

　　来
年
度
は
曹
福
青
創
立
六
十
周
年

を
迎
え
ま
す
。
そ
の
節
目
と
な
る
年

に
向
け
て
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「
曹
福
青

60th Reborn
：
新
時
代
を
、
禅
力

で
ひ
ら
こ
う
。」
と
定
め
、
楠
恭
信
委

員
長
を
は
じ
め
と
す
る
実
行
委
員
会

を
中
心
に
企
画
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

来
年
秋
に
行
う
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
向

け
て
、
頒
布
物
の
制
作
、
慈
善
活
動
、

情
報
発
信
事
業
を
展
開
し
ま
す
。
そ

の
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
先
立
ち
、
今
年
度

は
曹
福
青
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、

S
N
S
ア
カ
ウ
ン
ト
を
活
用
し
な
が

ら
広
く
曹
福
青
の
活
動
を
内
外
に
発

信
し
て
い
く
契
機
と
し
ま
す
。

　　
「
大
衆
の
威
神
力
」
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
修
行
道
場
で
良
く
使
わ

れ
る
言
葉
で
す
が
、
私
は
十
五
年
間

の
青
年
会
活
動
へ
の
参
加
を
通
し
て
、

修
行
時
代
同
様
強
く
こ
の
言
葉
の
力

を
感
じ
ま
し
た
。
一
人
で
は
為
す
こ
と

が
困
難
で
も
、
様
々
な
個
性
を
も
っ
た

会
員
の
皆
様
と
協
力
し
な
が
ら
事
に

臨
み
、
禅
力
で
二
年
間
走
り
抜
け
て
い

き
ま
す
。

　　最
後
に
、
青
年
会
の
先
輩
も
大
勢

お
ら
れ
ま
す
県
内
ご
寺
院
の
皆
様
、
ま

た
青
年
会
各
支
部
の
会
員
の
皆
様
に

対
し
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
、
ま
た
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
会
長
就

任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

会
長
挨
拶

会 

長

　佐
藤
泰
典
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　令和
四
年
四
月
十
八
日(

月)

、
福
島
市
パ

ル
セ
い
い
ざ
か
を
会
場
に
「
令
和
四
年
度
曹

洞
宗
福
島
県
青
年
会
定
時
総
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　午後
一
時
、
事
務
局
長
の
本
田
和
也
師
の

進
行
に
よ
り
、
副
会
長
三
田
大
芳
師
か
ら
開
会

の
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
矢
内
大

丘
会
長
よ
り
会
長
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
終
わ
っ

て
県
中
支
部
の
安
倍
元
宏
師
を
議
長
に
選
出

し
、
会
員
数
九
十
一
名
、
出
席
者
四
十
七
名
、

委
任
状
提
出
者

二
十
八
名
に
よ
り

本
総
会
が
成
立

す
る
旨
が
報
告
さ

れ
、
議
事
に
入
り

ま
し
た
。

　
ま
ず
第
一
号
議

案
「
令
和
三
年
度

事
業
報
告
並
び
に

決
算
報
告
・
監
査

報
告
」
に
つ
い
て

庶
務
と
会
計
よ
り

報
告
が
あ
り
、
続

い
て
カ
レ
ン
ダ
ー
事

業
決
算
報
告
、
並

び
に
カ
レ
ン
ダ
ー

委
員
長
佐
藤
正
乗

師
よ
り
の
挨
拶
の

後
、
会
計
監
査
よ

り
帳
簿
、
領
収
書

等
正
確
適
正
に
記

入
運
用
さ
れ
て
い

る
と
の
監
査
報
告

が
な
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
二
号
議
案
「
曹
洞
宗
福
島
県
青
年
会
会
則
、

災
害
活
動
・
寄
付
基
金
、
特
別
委
員
会
規
定
改

正
」
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
説
明
が
な
さ
れ
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
三
号
議
案
「
役
員
改
選
」
で
は
、
新
会
長

に
佐
藤
泰
典
師
（
会
津
）
が
選
出
さ
れ
、
副
会

長
に
内
藤
宏
信
師
（
県
南
）
村
上
徹
信
師
（
い

わ
き
）
事
務
局
長
に
井
上
順
平
師
（
会
津
）、

庶
務
に
竹
内
正
龍
師
・
山
田
康
裕
師
（
会
津
）、

会
計
に
黒
金
泰
寛
師
（
会
津
）
会
計
補
に
寿
上

令
和
四
年
度

　
定
時
総
会
報
告

祐
光
師（
会
津
）、会
計
監
査
に
野
田
孝
順
師（
県

北
）
田
中
俊
幸
師
（
相
双
）、
来
年
度
カ
レ
ン

ダ
ー
委
員
長
に
大
谷
眞
城
師
（
県
南
）、
精
進

委
員
長
に
安
倍
元
宏
師
（
県
中
）、
曹
福
青
創

立
六
十
周
年
事
業
委
員
長
に
楠
恭
信
師
（
会
津
）

が
新
会
長
よ
り
指
名
さ
れ
、
新
役
員
と
し
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
第
四
号
議
案
「
令
和
四
年
度
事
業
計

画
案
並
び
に
予
算
案
報
告
」
が
事
務
局
よ
り
上

程
さ
れ
、
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　議事
終
了
後
令
和
五
年
版
カ
レ
ン
ダ
ー
委

員
長
に
就
任
さ
れ
た
県
南
支
部
大
谷
眞
城
師

よ
り
カ
レ
ン
ダ
ー
制
作
へ
の
熱
い
思
い
が
会

員
に
向
け
て
語
ら

れ
ま
し
た
。

　最
後
に
本
年

度
総
会
を
以
っ
て

退
会
さ
れ
ま
す
会

員
三
名
が
紹
介
さ

れ
、
代
表
で
県
南

支
部
川
崎
文
隆
師

よ
り
お
言
葉
を
賜

り
、
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。

（
事
務
局
長

　井上
順
平

　記）
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  精進　第 112 号

執行部
役　　　職 氏　　名 寺院名 支　部

会　　　長 佐藤泰典 恵倫寺 会　津

副　会　長 内藤宏信 大龍寺 県　南

副　会　長 村上徹信 医王寺 いわき

60周年事業委員長 楠　恭信 長照寺 会　津

カレンダー委員長 大谷眞城 金剛院 県　南

精進委員長 安倍元宏 大慈寺 県　中

事 務 局 長 井上順平 良縁寺 会　津

庶　　　務 竹内正龍 秀長寺 会　津

庶　　　務 山田康裕 秀安寺 会　津

会　　　計 黒金泰寛 安穏寺 会　津

会　計　補 寿上祐光 善龍寺 会　津

全日仏青出向者
村上徹信 WFBY会計次長 医王寺

全曹青出向者
内藤宏信 災害復興支援部アドバイザー 大龍寺

村上徹信 国際特別委員 医王寺

執行部・出向者紹介

前列左より　大谷眞城  師（カレンダー委員長）　
　　　　　　内藤宏信  師（副 会 長）　
　　　　　　佐藤泰典  師（会　　長）　
　　　　　　村上徹信  師（副 会 長）　
　　　　　　楠　恭信  師 （60周年事業委員長）
　　　　　　安倍元宏  師（精進委員長）　
　　　　　　　
後列左より　山田康裕  師（庶　　務）　
　　　　　　黒金泰寛  師（会　　計）　
　　　　　　寿上祐光  師（会 計 補）
　　　　　　井上順平  師（事務局長）　
　　　　　　竹内正龍  師（庶　　務）　
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精進　第 112 号

拝啓　盛夏の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げ
ます。平素は格別のご厚誼にあずかり、厚く御礼申し上げ
ます。

　当事務所は、昨年に引き続き、曹洞宗福島県青年会事業
の税務顧問を拝命いたしました。
　今後ともどうぞよろしくお願いいたします。皆様のお役
に立てるように頑張ります。
 
その他
　当事務所は、お客様を第一に考え税務署勤務 35年間の実
績と経験を活かし、税務顧問として地域の方々のために、信
頼される税理士事務所を目指して開設しました。また、当事務
所は、4つの国家資格等（税理士・行政書士・二級ファイナンシャ
ルプランナー・宅地建物取引主任者）を取得しております。また、
経営革新等支援機関・成年後見制度支援認定・地方公共団体
監査制度認定・中小企業創業者支援認定・郡山市消防団サポー
ト事業所認定等の各種資格を取得しております。
　そこで、特に、資産税の申告書作成においては、臨時・偶
発的で高額かつ複雑な税法上の様々な特例制度を活用できる
かどうかにより、税負担に差が出ることから、特に、お客様
の身になって適正な申告書の作成に心掛けております。

敬具

曹福青の「禅の暦」頒布の税務判断の根拠
　収益事業の具体的範囲（平成 20年の公益法人制度改革）
1. 既存の公益法人が次の 2つに区分された。（公益認定法
の制定に伴う）

　（1）公益認定を受けた公益社団法人・公益財団法人
　（2）公益認定を受けない一般社団法人・一般財団法人
　（3）さらに（2）が、非営利型と非営利型以外に区分された。
2. 売店等で物品を販売する事業（法人税法基本通達 :15-1-10）
　・お守り、お札、おみくじ等の販売⇒非課税
　・絵葉書、写真帳、暦、線香、ろうそく、供花等の通常
販売価額による販売⇒課税（物品販売業）

3.2 のうち、その売価と仕入原価との関係からみてその差
額が通常の物品販売業における売買利潤ではなく、実質
は喜捨金と認められる場合のその販売は物品販売業には
該当しないものとされています（基通 15-1-10（1））。

※結論としては、宗教法人が宗教活動に関連して、信者や
参詣人などから献納されるおさい銭や喜捨金は現行税法
上、課税の対象とならないことから、実質的に喜捨金と
認められるようなカレンダーの頒布については、おさい
銭や喜捨金と同じように課税の対象とならないものと判
断されます。

決算報告書の一本化について
　「一般の会計」および「禅の暦の会計」を別々に会計処理
し、また、表示についても別々にされていたため、曹福青
としては、会計処理を分ける必要性はないと考える旨、お
話しをさせていただきました。
理由は、禅の暦についても、曹福青の布教活動と同様に考
えられるためです。

　　　　　　　　　　　　　　　令和 4年 7月吉日
税理士　鈴木　文弘

曹福青の「禅の暦」頒布の税務判断並びに
決算報告書の一本化について

税理士　鈴木　文弘税理士　鈴木　文弘

【プロフィール】
昭和 56 年  3 月 福島県立磐城高校を卒業。

昭和 58 年  4 月 国家公務員初級採用試験に合格し、
仙台国税局に任官。

昭和 59 年  7 月 財務事務官として、会津若松・白河・
喜多方・仙台北・二本松・いわき・
郡山の各税務署にて勤務。

平成 30 年  5 月 郡山税務署を最後に退職。
※在職中は、30年間、資産税担当（相続
税、贈与税、不動産・株式等の売買）と
して、申告・審査・審理・調査を行っ
ていました。また、税理士資格及び宅
地建物取引士の資格を取得しました。

平成 30 年  8 月 東北税理士会郡山支部の総務部委員
となる。

平成 30 年  9 月 郡山市駅前1-4-9　野田屋ビル2階
に税理士事務所を開設。

平成 30年12月 東北税理士会会長より「成年後見制
度支援機関」及び東北財務局長・東
北経済産業局長より「経営革新等支
援機関」の各認定を受ける。

平成 31 年  3 月 二級ファイナンシャル・プランニン
グ技能士の国家資格を取得。

令和   3 年  7 月 東北税理士会郡山支部税務支援対策
部 副部長に就任。

令和   3 年  9 月 郡山市堂前町1番2号 石井ビル2階 
24号に事務所移転。
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令和3年
4月 7日 会計監査（カレンダー委員会・県執行部）・第1回役員会（南東北総合卸センター）
4月 19 日 総会資料　発送作務（相馬市蒼龍寺）
5月 12 日 全曹青定期評議会・中央研修会・定期総会（オンライン）
5月 27 日 東北地協常任幹事会・定例幹事会（オンライン）
5月 13 日 第1回カレンダー委員会・第2回役員会（南東北総合卸センター）
6 月 8 日 第2回カレンダー委員会（オンライン）
6 月 9 日 事務局会（川内村長福寺）
6月 21 日 第1回周年事業準備委員会（南東北総合卸センター・オンライン併用）
7 月 1 日 第3回カレンダー委員会（オンライン）
9 月 8 日 東北地協臨時常任幹事会（オンライン）

9月 11~12 日 令和3年度禅文化学林　大本山総持寺開創700年奉讃イベント
（大本山総持寺祖院・オンラインフェスタ）

10 月 5 日 事務局会（オンライン）
10 月 15 日 第2回周年事業準備委員会（南東北総合卸センター・オンライン併用）
11 月 8 日 東北地協常任幹事会（オンライン）
11 月 9 日 第46回東北地方集会岩手大会「祈」（オンライン）
11 月 25 日 全曹青臨時評議委員会（オンライン）
12 月 2 日 事務局会（オンライン）
12 月 13 日 第3回役員会（南東北総合卸センター）

令和4年
1月 17 日 事務局会
1月 21 日 事務局会（オンライン）
2 月 7 日 東北地協常任幹事会（オンライン）
2月 17 日 事務局会（川内村長福寺）
2月 25 日 第3回周年事業準備委員会（南東北総合卸センター・オンライン併用）
3月 10 日 全曹青東日本大震災慰霊復興祈願法要（伊達市成林寺・オンライン法要）
3月 11 日 東日本大震災慰霊行脚（南相馬市 他）
3月 22 日 総会通知発送作務（南相馬市千相院）
3月 28 日 事務局会（南東北総合卸センター）
3月 31 日 第4回カレンダー委員会・第4回役員会（南東北総合卸センター）

令和3年度 事業報告
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  精進　第 112 号

令和4年

４月５日 会計監査（カレンダー委員会　県執行部） 　南東北総合卸センター

４月７日 災害ボランティア活動（南相馬市）

４月18日 曹洞宗福島県青年会定時総会（パルセ飯坂）

５月10日 全曹青評議委員会（オンライン併用）

５月11日 全国曹洞宗青年会定期総会（オンライン併用）

７月～８月 「禅のつどい」（各支部）

10月 令和5年版カレンダー発送開始予定

11月26日 東北地方集会宮城大会（禅文化学林）

12月 「歳末助け合い托鉢」（各支部）

令和５年

3月 11 日 東日本大震災 13 回忌

3月下旬 カレンダー委員会反省会

令和4年度 事業計画

新入会員紹介
氏　　名 寺院名 支部名

阿部木童 常円寺 県　北

木町元風 西光寺 県　中

竹内寛道 金昌寺 県　中

室井弘義 月心院 県　南

矢内隆元 龍台寺 相　双

※ 4月～通年（必要に応じて開催）
　・役員会（県執行部、各支部長）
　・令和 5年版カレンダー委員会（県南支部担当）
　・令和 5年度精進委員会（県中支部担当）
　・各支部「自由研修会」
　・周年事業委員会
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五
月
十
六
日
に
三
年
ぶ
り
と
な

る
県
北
青
年
会
（
県
北
支
部
）
総

会
を
福
島
市
東
安
寺
様
に
て
開
催

し
ま
し
た
。

　
依
然
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す

が
感
染
予
防
を
徹
底
し
た
上
で
、

令
和
四
年
度
は
両
祖
忌
法
要
、
歳

末
助
け
合
い
托
鉢
、
東
日
本
大
震
災
十
三
回
忌
慰
霊
法
要
を

行
う
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
七
年
に
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら

（
創
立
当
初
の
名
称
は
曹
洞
宗
福
島
市
青
年
会
）
記
念
事
業
に

向
け
て
の
準
備
事
務
局
を
立
ち
上
げ

る
こ
と
も
併
せ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　依然
大
規
模
集
会
の
実
施
は

中
々
難
し
い
で
す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン

を
併
用
し
な
が
ら
の
支
部
自
由
研
修

会
等
も
企
画
で
き
な
い
か
検
討
し
て

い
き
た
い
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
期
事
務
局
に
つ
い
て
は
左
記
の

通
り
で
す
。

会

　
　
長
（
支
部
長
）

　
高
山
光
正

副
会
長

　
吉
岡
統
親

副
会
長

　
伊
藤
正
稔

事
務
局
長

　
春
日
顕
光

庶

　
　
務

　
岡
本
大
了

会

　
　
計

　
寺
島
正
顕

（
県
北
支
部

　
清
水
清
孝

　
記
）

　　令
和
四
年
六
月
一
日
（
水
）、

郡
山
市
大
慈
寺
様
に
於
い
て
三

年
ぶ
り
に
定
例
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
県
中
の
青
年
会
は

県
中
支
部
の
正
会
員
だ
け
で
は

な
く
、
Ｏ
Ｂ
会
員
（
四
十
五
歳

以
上
）
の
方
も
含
む
組
織
と
し

て
、
県
青
年
会
発
足
当
初
よ
り

「
県
中
青
年
会
」
と
し
て
活
動

を
し
て
参
り
ま
し
た
。
故
に
各

種
行
事
に
も
例
年
Ｏ
Ｂ
会
員
が

多
数
出
席
さ
れ
、
二
十
代
か
ら

八
十
代
ま
で
交
流
を
深
め
て
お
り
ま
す
。

　
今
春
よ
り
役
員
改
選
と
な
り
、
新
支
部
長
に
髙
橋
浩
紀

師
、
副
支
部
長
に
安
倍
元
宏
師
。
庶
務
に
西
川
秀
哉
師
、

会
計
に
高
桒
清
二
師
。
カ
レ
ン
ダ
ー
委
員
に
は
大
柳
匡
弘

師
、
廣
瀬
秀
保
師
。
精
進
委
員
に
は
木
町
元
風
師
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

　ここ
数
年
の
事
業
内
容
と
し
て
は
コ
ロ
ナ
前
に
行
わ

れ
て
い
た
郡
山
駅
前
で
の
花
ま
つ
り
、
四
〜
五
会
場
に

て
毎
晩
カ
レ
ー
を
食
べ
て
い

た
禅
の
つ
ど
い
、
托
鉢
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
、
忘
新
年
会
等
、

す
べ
て
が
中
止
と
な
っ
て
お

り
、
本
年
も
同
様
と
な
り
そ

う
で
す
。

　本年
度
よ
り
竹
内
寛
道

師
、
木
町
元
風
師
が
入
会
し

ま
し
た
。
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

（
県
中
支
部

　
木
町
元
風

　
記
）

　

　
去
る
令
和
四
年
五
月
十
日

（
火
）、
玉
川
村
円
通
寺
様
に

お
い
て
県
南
青
年
会
の
定
時

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
改
選
と
な
り
、
根
本
英

法
師
の
も
と
で
の
新
体
制
が

発
足
し
ま
し
た
。
川
崎
文
隆

師
在
任
中
の
二
年
間
は
コ
ロ

ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
、
県
南
青

年
会
と
し
て
は
恒
例
行
事
が

出
来
な
い
難
し
い
状
況
で
し
た
が
、
新
年
度
を
迎
え
て
会
員

よ
り
意
見
を
募
り
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
実
施
で
き

る
取
り
組
み
を
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
白
河
市
月
心
院
副
住
職
、
室
井
弘
義
師

を
新
会
員
と
し
て
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
会
員
減
少

の
中
、
貴
重
な
即
戦
力
と
し
て
若
く
新
た
な
視
点
で
青
年
会

活
動
の
発
展
に
寄
与
し
て
く
れ
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

　
県
事
業
に
お
い
て
は
、『
令
和
五
年

版 

禅
の
暦
』 

の
企
画
・
制
作
を
県

南
支
部
が
担
当
い
た
し
ま
す
。
テ
ー

マ
を
『
利
他
の
心
〜
と
も
に
生
き
る
』

と
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
時
代
に
あ
わ
せ

た
素
晴
ら
し
い
内
容
に
仕
上
が
っ
て

い
ま
す
。
各
御
寺
院
様
に
お
け
る
布

教
教
化
の
一
助
と
し
て
、
是
非
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

（
県
南
支
部

　
長
谷
川
俊
隆

　
記
）

県

　
　
北

県

　
　
南

県

　
　
中
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　支
部
役
員
紹
介
・
・
・
相
双
支
部

長
、
六
十
周
年
、
十
三
回
忌
記
念
事

業
委
員
、
島
村
哲
哉
師
。
令
和
六
年

度
カ
レ
ン
ダ
ー
委
員
長
、
矢
内
大
丘

師
。同
じ
く
事
務
局
長
、斎
藤
紹
俊
師
。

同
じ
く
会
計
、支
部
会
計
、六
十
周
年
、

十
三
回
忌
記
念
事
業
委
員
田
中
俊
幸

師
。
支
部
庶
務
、
令
和
六
年
度
カ
レ

ン
ダ
ー
庶
務
、
六
十
周
年
、
十
三
回

忌
記
念
事
業
委
員
、
本
田
和
也
師
。

　
支
部
総
会
に
つ
い
て
・
・
・
相
馬
市
内
に
於
い
て
支
部
総

会
並
び
に
退
会
さ
れ
る
石
井
秀
芳
師
送
迎
会
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
の
地
震
に
よ
る
各
寺
院
の
被
害
確
認
や
コ
ロ
ナ
過
で
の

各
寺
院
の
状
況
、
相
双
担
当
の
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成
に
つ
て
議

論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
会
員
の
近
況
・
・
・
富
岡
町
龍
台
寺
徒
弟
、
矢
内
隆
元
師

が
本
山
總
持
寺
で
の
安
居
を
終
え
、
青
年
会
員
と
し
て
入
会

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
隆
元
師
の

コ
メ
ン
ト
「
至
ら
な
い
点
も
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。」
又
、
当
会
員
で
、

令
和
六
年
度
版
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成

に
向
け
て
、
日
々
打
ち
合
わ
せ
を

重
ね
て
お
り
ま
す
。

　
八
月
二
十
三
日
、
南
相
馬
市
鹿

島
区
陽
山
寺
様
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
依
頼
が
あ
り
、
相
双
会
員
で
地

震
被
害
の
片
付
け
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
今
年
三
月
の
大
地
震
に
よ

り
、
本
堂
や
客
殿
等
が
大
規
模
半
壊
し
て
お
り
、
復
旧
を
願

う
ば
か
り
で
す
。

（
相
双
支
部

　
斎
藤
紹
俊

　
記
）

　当
支
部
は
い
わ
き
市
を

範
囲
と
し
、
第
十
五
教
区

及
び
第
二
十
二
教
区
の
会

員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　四
月
二
十
七
日
に
は
新

支
部
長
で
あ
る
三
田
大
芳

師
が
住
職
を
務
め
る
円
福

寺
に
て
支
部
の
定
例
総
会

を
開
催
、
前
年
度
決
算
、
新
年
度
予
算
や
行
事
予
定
が
承
認

さ
れ
、
新
役
員
の
下
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
七
月
二
十
四
日
、
同
二
十
九
日
に
は
三
年
振
り
と
な
る
緑

蔭
禅
の
つ
ど
い
を
医
王
寺
、
龍
雲
寺
に
て
開
催
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
防
ぎ
な
が
ら
、
例
年
と
は
異
な

る
一
日
開
催
な
が
ら
も
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
坐
禅
や

落
語
な
ど
日
常
生
活
で
は
味

わ
え
な
い
体
験
を
全
身
で
満

喫
し
て
い
ま
し
た
。

　九月
五
日
か
ら
は
東
日

本
大
震
災
十
三
回
忌
奉
賛

事
業
が
い
わ
き
市
で
開
催
さ

れ
、
当
支
部
は
行
脚
さ
れ
る

各
支
部
か
ら
の
参
加
者
の

方
々
の
サ
ポ
ー
ト
に
回
り
ま

す
。
残
暑
か
ら
の
熱
中
症
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
感
染
防
止
に
十
分
配
慮
し
て
事
業
の
円
成
を
目
指
し
ま
す
。

（
い
わ
き
支
部

　
福
羽
敦
正

　
記
）

　会
津
支
部
執
行
部
は
、

支
部
長
伊
藤
法
道
師
、
副

支
部
長
高
橋
泰
典
師
、
庶

務
寿
上
祐
光
師
、
会
計
田

澤
孝
学
師
と
い
う
新
体
制

に
な
り
ま
し
た
。
二
年
間

支
部
長
を
お
勤
め
に
な
ら

れ
た
須
藤
智
顕
師
、
お
役

目
ご
苦
労
様
で
ご
ざ
い
ま

し
た
。　新

執
行
部
の
総
会
は
五

月
十
六
日
に
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
中
の
島
で
開
か
れ
ま
し

た
。
議
題
と
し
て
は
、
支
部
研
修
旅
行
、
曹
洞
宗
青
年
会

六
十
周
年
事
業
、
カ
レ
ン
ダ
ー
委
員
会
等
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
禅
の
つ
ど
い
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
為
中
止

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
O
Ｂ
の
方
々
を
交

え
な
が
ら
、
感
染
対
策
を
し
た
上
で
懇
親
会
を
開
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
七
月
二
十
六
日
に
秀
安
寺
様
に

て
定
例
会
を
行
い
、
両
祖
忌
、
I
T
リ
テ
ラ
シ
ー
の
自
由
研

修
の
開
催
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
九
月
五
日
に
は
「
絆

の
道
」第
一
回
を
会
津
支
部
で
修
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

大
勢
の
参
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
今
期
、
会
津
支
部
は
県
執
行
部
も
担
当
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
複
数
の
役
職
を
兼
ね
る
会
員
も
多
く
忙
し
い

二
年
間
と
な
り
ま
す
が
、
全
員
で
県
青
年
会
を
盛
り
立
て

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
高
橋
亮
達
師
を
新
会
員

に
迎
え
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
不
安
定
な
情
勢
に
合
わ
せ
て
で

は
あ
り
ま
す
が
、
更
に
会
員
同
士
の
絆
を
強
く
深
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 （

会
津
支
部

　
新
保
宗
嗣

　
記
）

相

　
　
双

い
わ
き

会

　
津
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  精進　第 112 号

「新時代を、禅力でひらこう。」
　60周年記念事業委員会は、来年の曹洞宗福島県青年会60周年に向けて、今年度末の3月11日に修行さ
れる東日本大震災13回忌法要正当の奉讃事業として、今秋よりいわ
き市勿来から新地までの浜街道約130キロの慰霊行脚が予定されて
おります。
　また、周年記念行事へ向けて、新たな慈善事業や曹福青オリジナル
の頒布物作成など、今年度末までに計５回の実行委員会、各部会の
開催を予定しており、楠恭信委員長を中心に準備を進めております。

【十三回忌奉讃事業部会　事務局】
会　長　　本田　和也師　（相双支部）
庶　務　　白石　龍一師　（いわき支部）
会　計　　田中　俊幸師　（相双支部）
【頒布物部会　事務局】
会　長　　荒井　浩之師　（県北支部）
庶　務　　髙橋　堂悟師　（県中支部）
会　計　　秋　　信隆師　（県南支部）

　役員会は、県事務局、各支部長によって組織され、全曹青・東北地区連絡協議会と曹福青、各
６支部との連携を図ることを目的に開催されます。

［ 議 題 ］
・ＳＮＳ・ホームページ・ロゴ作成について
・Ａ４版カレンダーについて
・写真付き会員名簿について
・各支部自由研修会について
・会報誌「精進」について
・メーリングリストについて
・東日本大震災13回忌について
・曹福青60周年事業について
・災害義援金について

　カレンダー委員会は、委員長、事務局長、庶務、会計、各支部２名の委員と県事務局によって組織され、
活発な意見交換を通して、より良い「禅の暦」制作を目的に布教教化活動をしております。

［ 議 題 ］
・趣旨について
・伝道句について
・写真について
・デザインについて
・文字フォントについて
・販促活動について
・挨拶文・申込書について
・頒布価格・初版部数について

４月 18 日（月） パルセいいざか（福島市）
６月 ６日（月） 南東北総合卸センター（郡山市）
６月 29 日（水） 南東北総合卸センター（郡山市）
７月 20 日（水） 南東北総合卸センター（郡山市）

５月 17 日（火） ユラックス熱海（郡山市）
６月 ６日（月） 南東北総合卸センター（郡山市）
６月 29 日（水） 南東北総合卸センター（郡山市）
７月 20 日（水） 南東北総合卸センター（郡山市）
９月 １日（木） オンライン会議（ＺＯＯＭ）

役
員
会
報
告

カ
レ
ン
ダ
ー
委
員
会
報
告

六
十
周
年
事
業
委
員
会
報
告

12



精進　第 112 号

　曹
洞
宗
福
島
県
青
年
会
で
は
、
昭
和

五
十
七
年
よ
り
檀
信
徒
の
布
教
教
化
の

一
環
と
し
て
「
禅
の
暦
」
カ
レ
ン
ダ
ー

頒
布
活
動
を
通
じ
、
こ
れ
ま
で
多
く
の

人
々
に
禅
の
教
え
を
広
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。　令

和
五
年
版

　禅
の
暦
の
テ
ー
マ
は
、

『
利
他
の
心
〜
と
も
に
生
き
る
〜
』
と
し
ま

し
た
。
仏
教
、特
に
禅
で
は
、「
今
こ
の
と
き
、

こ
の
場
所
で
、
自
分
を
見
つ
め
る
」
と
い

う
生
き
方
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
過
去
や
未
来
で
は
な
く
今
の
い
た

だ
い
た
命
に
感
謝
し
、
人
々
の
幸
せ
を
願

い
と
も
に
生
き
る
姿
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
的
に
猛

威
を
振
る
い
、
い
つ
終
息
す
る
か
分
か
ら

な
い
見
え
な
い
恐
怖
と
の
闘
い
が
続
き
、

人
々
は
不
安
に
苛
ま
れ
て
い
ま
す
。
過
剰

な
恐
れ
や
適
切
と
は
言
い
難
い
行
動
は
、

新
た
な
混
乱
や
社
会
の
分
断
を
生
み
出
し

ま
し
た
。
私
た
ち
は
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
人
間

の
弱
さ
を
教
え
ら
れ
、
誰
し
も
に
恐
れ
る

も
の
を
忌
避
し
、
排
除
し
よ
う
と
す
る
心

が
あ
る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
仏

教
の
根
幹
に
あ
る
数
多
く
の
教
え
の
中

か
ら
「
利
他
」
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

「
利
他
」
と
は
、
相
手
の
幸
せ
を
願
い
行

動
す
る
こ
と
で
す
。
人
の
苦
し
み
を
我

が
事
と
し
て
と
も
に
生
き
る
こ
と
で
す
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の

時
代
は
、
新
し
い
秩
序
が
生
ま
れ
、
人

と
人
と
の
関
わ
り
が
よ
り
希
薄
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
こ
そ
私
た
ち
は
、

『
利
他
の
心
』
を
大
切
に
し
、
人
と
人
、

心
と
心
が
通
い
あ
う
社
会
を
目
指
し
と

も
に
実
現
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。　

本
カ
レ
ン
ダ
ー
が
、
多
く
の
人
々
の
『
利

他
の
心
』
を
育
み
、
私
た
ち
が
目
指
す
べ

き
『
と
も
に
生
き
る
』
社
会
に
繋
が
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
年
末
年
始
の
配
布
物
等
に
ご
活
用
い
た

だ
き
、
檀
信
徒
の
布
教
教
化
の
一
助
と
な

れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　
な
お
、
当
カ
レ
ン
ダ
ー
・
頒
布
活
動
を

通
じ
て
お
預
か
り
い
た
し
ま
す
喜
捨
金
は
、

当
青
年
会
に
よ
る
布
教
活
動
や
災
害
復
興

支
援
活
動
に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　願わ
く
は
此
の
功
徳
を
以
て
、
普
く
一

切
に
及
ぼ
し
、
我
等
と
衆
生
と
、
皆
共
に

仏
道
を
成
ぜ
ん
こ
と
を
。

曹
洞
宗
福
島
県
青
年
会
会
長

佐
藤

　
泰
典

　
九
拝

同
カ
レ
ン
ダ
ー
委
員
会
委
員
長

大
谷

　
眞
城

　
九
拝

撮影 磯谷英二このカレンダーは曹洞宗福島県青年会が布教活動の一環として制作したものです。

利り

他た

の
心

〜
と
も
に
生
き
る
〜

令
和
五
年

　
禅
の
暦
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令
和
五
年
版 

「
禅
の
暦
」紹
介

［令和5年版　禅の暦　お申し込み要項］
■カレンダーは1部250円です。(全頁フルカラー印刷、縦53cm横38cm大判8枚)
■カレンダーのご注文は、10部単位でお申し込みください。
■送料は一律1,000円です。
■名入れ注文は50部以上一律10,000円の別料金にて受け賜ります。
名入れは下記の活字体で山号・寺号・住所・電話番号等をお入れいたします。
また、指定原稿(自筆・その他)の場合は下記の寸法に合わせて
原稿作成の上、お申し込みハガキと共に封書で東北工業内
カレンダー受付係宛にお申し込みください。
■書体のみの指定(例:ゴシック体)がありましたら通信欄に記入願います。
■お申し込みはFAXまたは、同封のハガキにてお願いいたします。
■10月14日（金）までお申し込みください。

　 東北工業株式会社内カレンダー受付係  （担当 : 田村）
〒963-8583 福島県郡山市田村町山中字日照田45　TEL024（953）6474　FAX024（955）5538

お問合せ先

〇 〇 山  青 年 寺 〒000-0000
〇〇県〇〇市〇〇町〇番〇号
TEL〇〇〇〇(〇〇)〇〇〇〇

※見本字体は教科書体です。

30mm

250mm
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曹洞宗福島県青年会会報

22.9.30

第112号

　平成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
、

東
日
本
大
震
災
。故
郷
福
島
は

津
波
、福
島
原
発
原
子
力
事
故

に
よ
り
言
わ
ず
も
が
な
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　あ
の
時
、私
は
大
本
山
總

持
寺
で
安
居
中
、修
行
二
年

目
に
差
し
か
か
る
修
行
僧
で

し
た
。　修

行
の
身
で
あ
り
、当
然
、

携
帯
電
話
も
持
っ
て
お
ら
ず
、テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
も
観
れ

な
い
中
、家
族
、友
人
、故
郷
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
。

原
発
事
故
の
影
響
で
住
め
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
。地
元
福
島
の
た
め
に
自
分
に
何
が
で
き
る
の
か
。

　当時
の
私
に
は
ま
だ
何
か
人
の
為
に
で
き
る
能
力
も
な

く
、こ
の
時
ほ
ど
自
分
の
無
力
さ
を
痛
感
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　考え
た
結
果
、平
成
二
十
三
年
四
月
本
山
を
送
行
し
、ご

縁
を
い
た
だ
い
た
横
浜
市
の
寺
院
二
ヶ
寺
で
お
勤
め
し
ま

し
た
。そ
の
間
、大
学
が
法
学
部
で
法
律
の
勉
強
を
し
、い

つ
か
法
律
系
の
仕
事
も
し
て
み
た
い
と
も
思
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
、行
政
書
士
、宅
地
建
物
取
引
士
の
資
格
の
勉
強
を

し
、合
格
し
ま
し
た
。

　そ
の
後
、平
成
二
十
六
年
八
月
か
ら
新
宿
の
不
動
産
会

社
に
就
職
し
、四
年
間
不
動
産
売
買
仲
介
等
不
動
産
実
務

に
携
わ
り
ま
し
た
。

　平
成
三
十
年
十
月
に
は
故
郷
、福
島
県
相
馬
市
の
蒼
龍

寺
に
戻
り
、副
住
職
と
な
り
、同
年
十
一
月
に
は
庫
裡
の
一

角
に
蒼
龍
寺
内
行
政
書
士
事
務
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

　行
政
書
士
事
務
所
と
し
て
は
主
に
相
続
、遺
言
業
務
、不

動
産
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
、契
約
書
・
約
款
・

規
則
等
作
成
、行
政
へ
の
許
認
可
申
請
等
、宗
教
法
人
関
係

法
務
サ
ポ
ー
ト
等
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　こ
こ
最
近
で
は
地
震
に
関
す
る
行
政
手
続
支
援
や
、

相
続
登
記
未
了
土
地
の
相
続
人
・
不
動
産
調
査
、遺
産

分
割
協
議
書
作
成
案
件
の
ご
依
頼
を
い
た
だ
く
こ
と
が

多
い
で
す
。

　紆
余
曲
折
あ
り
ま
し
た
が
、よ
う
や
く
地
元
福
島
に

住
み
、微
力
な
が
ら
も
力
に
な
れ
る
こ
と
を
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

　ま
た
、曹
洞
宗
福
島
県
青
年
会
に
も
入
会
さ
せ
て
い
た

だ
き
、県
青
年
会
の
会
計
を
お
任
せ
い
た
だ
き
、色
々
な
面

で
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　青
年
会
は
災
害
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
が
、

自
坊
、蒼
龍
寺
も
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　令和
元
年
十
月
の
台
風
で
墓
地
全
体
が
浸
水
し
、沢
山

の
泥
を
残
さ
れ
て
し
ま
い
、と
て
も
当
寺
の
者
だ
け
で
は
対

処
で
き
ず
途
方
に
暮
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、延
べ
約
百
人
と

多
く
の
方
々
に
助
け
て
い
た
だ
き
、復
旧
に
至
り
ま
し
た
。

　災害
の
度
に
、人
と
の
繋
が
り
の
大
切
さ
、温
か
さ
を
感
じ
、

自
分
一
人
で
は
何
も
で
き
な
い
こ
と
を
実
感
し
、皆
で
助
け
合

う
大
切
さ
に
気
付

か
さ
れ
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
多

く
の
方
に
助
け
て

い
た
だ
き
ま
し
た

が
、今
度
は
私
が

お
返
し
す
る
番
。

日
々
精
進
で
す
。

『
故
郷
福
島
の
力
に
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
双
支
部

　
蒼
龍
寺
副
住
職

　

田
中

　
俊
幸
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　こ
の
度
、
編
集
委
員
会
を
県
中
支
部
で
担
当
さ
せ
て

頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
ま
ず
、
歴
代

の
「
精
進
」
を
拝
見
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
昭
和
五
十
二

年
に
第
一
号
が
発
行
さ
れ
、
平
成
十
八
年
秋
号
よ
り
オ
ー

ル
カ
ラ
ー
化
。
私
の
師
匠
が
編
集
委
員
長
を
し
て
い
た
年

の
精
進
も
あ
り
、
私
達
が
生
ま
れ
た
頃
の
魅
力
あ
る
活
発

な
活
動
が
記
録
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
県
内
三
十
ヶ
寺
で
開

催
さ
れ
て
い
た
禅
の
つ
ど
い
。
昭
和
五
十
七
年
に
初
版

一
万
二
千
部
か
ら
始
ま
っ
た
禅
の
暦
。
年
に
六
回
精
進
が

発
行
さ
れ
て
い
た
昭
和
五
十
九
年
。
現
在
の
会
員
が
赤

ち
ゃ
ん
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
と
い
う
記
事
。
打
率
ま
で

載
っ
て
い
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
。
今
ま
で
の
周
年
事
業

の
記
事
。
諸
先
輩
方
御
老
師
の
方
々
の
布
教
教
化
へ
の
熱

意
、
汗
、
涙
、
努
力
、
誠
心
誠
意
の
思
い
に
触
れ
、
委
員

長
と
し
て
重
責
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
今
号
が
発
行
さ
れ
て
い
る
頃
に
は
、
お
彼
岸
も
終
わ
っ

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
初
め
て
の
経
験
で
右
も
左
も
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
諸
先
輩
方
が
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
法

燈
を
絶
や
さ
ぬ
為
、
事
務
局
一
丸
と
な
っ
て
二
年
間
の
任

期
を
全
う
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

委
員
長

　
安
倍

　
元
宏

　
九
拝

事
務
局
長

　
秋
山

　
真
宏

　
九
拝

　

庶

　
　
務

　
西
川

　
秀
哉

　
九
拝

会

　
　
計

　
高
桒

　
清
二

　
九
拝

編

集

後

記

曹福青公式 facebook はじめました　　　　　　をお願いします 14


